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   本稿は、慶応三年十二月二十五日に江戸で起きた「薩摩藩邸焼き討ち事件」を史料から解明する作業の一過
程であり、前稿に続き、二として、多くの原写本史料を紹介し分析するとともに、未活用の活字史料も併せ、「事件」に関し、以下の諸点を解明した。まず、前夜十時には庄内支藩松山藩が密かに準備態勢に入ったこと庄内藩と薩邸との交渉は意外に長時間であったこと 薩邸降人の内七五名前後が当夜は伝奏屋敷に入れられこと、また、薩摩藩士益満休之助は会津藩下屋敷に入り込もうとしたところを捕り押さえられ、当夜は会津藩士の下に監視され、後、美作勝山藩江戸詰藩士の下に移され、そこから勝海舟の下に引き渡さ たこと、また、薩邸から逃亡した浪士によって放火された南品川宿近辺は想像を絶する悲惨な状況であり、ため 薩摩と浪士たちに対する戦慄が広がったこと、最後に、 「事件」に関
する米国書記官の問合せと、西丸幕閣の公式見解を
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〕内に、 「淀藩加藤某秘書」を「秘書」 、 「淀







































































































































































































































































湯の泉》 伝説に由来する地名〕 、 この内の北側東部分 〔現三井倶楽部辺り〕に島津淡路守佐土原藩上屋敷があり、北側西部分〔現オーストラリア大使館辺り〕には織田出雲守丹波柏原藩上屋敷がある。そして両藩邸の南側、南西方面に下り坂となる「三田綱坂」 〔現慶應義塾中学・同女子高校から首都高速二号目黒線・古川へ下がる地域〕が 会津藩下屋敷なのである
（ 13）。益満は、薩邸から脱出した浪士が南下して品川に向かったのとは




何処に引き渡したらよいの という「伺」である。宛先 不明であるが、この少し先に、この「伺」にも拘わる 覚 記録されている。
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奏屋敷へ、となっていたのと違い、取り敢えず今夜 各藩で預かるように、となってい ことに注意したい。実は薩邸降人の内、先に氏名を特定した者たちは伝奏屋敷に送られたのだが それ以外の「降人」 相当数に上るのである〔概数でも確定的な史料はまだ未
発見
（ 15）〕 。また、伝奏屋























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































               
               

























































































































































































































































































































の頭取ハ薩摩侯にて之あるよし」 との誤聞に基づく文から始まっていた。その上でポルトメンは伝信による情報伝達の速さを強調し、 「大君政府」による返書をワシント ・ロンドン・パリへ知らせるから、と速答をきつく求め 。しかし一方で、 「合衆国政府は………余之を疑ふことなし」との文脈中で、 「方今のマゼスチイ一橋公政府と取結びた 条約を真実良善に完了すべき望を以て」等々、 「王政復古」クーデタ後 「マゼスチイ一橋公政府」に対し、好意的な態度も棄てていない。
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The Government of the United States being sincerely desirous to 
cultivate and increase the friendly feeling so happily existing with Japan 
will, −I feel sure, in view of the faithful and liberal execution of the Treaty 
by the Government of His present Majesty Stotsbashi,−be pleased to take 
the important intelligence about to be conveyed into favorable consideration 
and to regulate their action and also use their influence with the Great 
Western Powers in a sense best calculated to promote the interests and 
prosperity of Your Country. 
 
返書はまず書翰の第三点目、すなわち自らの政権に対して好意的な態
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跡見学園女子大学文学部紀要 第 50 号 2015 
らず、
死罪
に所
せら
る、
早々
の旨
にて、
所々
へ御
預け
置か
れし
が…
…」と
の
記事か
ら云
々さ
れて
きた
が、
別本
である
江戸
東京
博物
館史
料叢
書本
の勝海
舟
関係資
料『
海舟
日記
』㈢
〕の
当日
欄には
、た
だ「
松濤
已下
手附
被仰
付、薩
人
三人御
預被
命、
受取
る」
とし
か記
されて
いな
い。
この
「薩
人三
人」
が勁草
書
房版の
南部
・肥
後・
益満
だと
する
と、Ｃ
文書
中の
佐藤
作は
どう
なっ
たのか
、
この日
、勝
の許
に入
った
薩摩
藩士
につい
ては
、人
数・
氏名
とも
なお
検討の
要
があ
る。
 
（
21）『品川区史』通史
編上巻（品
川区、一九七三年）には、
品川宿
放火に関す
 
る詳
しい
記述
もあ
るが
（同
書、
五
一七
～五
二〇
頁）
、下
蛇窪
村名
主見
習伊
藤
八
 
郎の
文書
を活
用し
たも
ので
、こ
の
史料
群の
よう
な、
被害
調査
届で
は
ない
。
 
（
22）以上、
『品川区史
』資料編（
品川区、一九七一年）六五
六頁～
六六〇頁、
 
利田
家文
書「
慶応
三卯
年十
二月
二
十五
日南
品川
宿焼
失御
用留
」四
点
より
。
 
（
23）
この
ポ
ルト
メン
書翰
と
、
書
翰
返書
とし
ての
西丸
幕閣
の公
式見
解
は、
すで
に
 
外務省
調査
部編
外務
省蔵
版『
大日
本外交
文書
』第
一巻
第一
冊（
一九
三六年
、
日本国
際協
会、
以下
単に
『外
交』
と略記
）に
、外
務省
編纂
の『
続通
信全覧
』
を典
拠と
して
収録
され
ては
いる
〔
第七
三号
文書
・
第
七五
文書
〕。
た
だ
し、
原文
書で
ある
史料
編纂
所所
蔵
「
外務
省
引継
書類
」
と
対照
する
と
、『
外交
』
七三
号文
書がポ
ルト
メン
書翰
であ
るが
、原
文書和
訳の
巻頭
にあ
る「
丁卯
十二
月廿八
日
【差
出ス
】」部分
がな
く、
第七
五文
書の
返書
案文
にい
たっ
ては
、起
案
者で
ある
鵜飼弥
一以
下四
名の
連署
もな
けれ
ば、上
欄の
駿河
守以
下七
名の
確認
署名も
な
く、い
きな
り「
以書
状致
啓上
候」
で始ま
って
おり
、さ
らに
編纂
時に
不要と
し
て附し
た紙
下の
部分
の「
二時
限」
等々の
文言
は勿
論な
く、
更に
返書
の英訳
は
全く載
って
いな
い（
勿論
、仮
に載
せたと
して
も、
その
英文
が書
き直
しの多
い
もの
であ
るこ
とな
どは
、見
えよ
う
はず
もな
い）
。こ
れら
のた
め、
ポル
ト
メ
ン書
翰を受
け取
って
和訳
し、
外国
奉行
並らが
返書
案文
を記
し、
その
また
英訳を
付
す作業
がど
れほ
ど急
な作
業で
あっ
たかは
ほと
んど
見え
ない
。本
稿が
、ポル
ト
メン
書翰
を原
本に
よっ
て考
察す
る
所以
であ
る。
 
 
 
 
な
お、
『
外交
』
が
依拠
した
外
務省
編
『続
通信
全覧
』
編年
之部
三
百五
十二
、
米
 
国往
復書
翰第
二十
六中
の「
丁卯
十
二月
廿八
日」
文
書
がポ
ルト
メン
書
翰の
和訳
、
 
「丁卯
十二
月晦
日」
文書
が外
国奉
行並ら
の返
答案
であ
るが
、英
文は
書翰も
返
答案も
無い
。ま
たこ
の返
答案
も、
当然の
こと
なが
ら、
いき
なり
「以
書状致
啓
上候」
で始
まっ
てい
る。
やは
り、
史料編
纂所
所蔵
の外
務省
引継
書類
中の本
史
料で
なけ
れば
、こ
うし
た考
察は
不
可能
なの
であ
る。
 
（
24）東
京大
学史料
編纂
所所
蔵、外
務省引
継書
類
-_-931 「江
戸三田
薩
州邸砲
撃
ノ
 
理由
米国
書記
官ポ
ルト
メン
氏ヨ
リ
問合
一件
」。な
お、
この
ポル
ト
メン
書翰
を活
用し
ての
研究
は、
石井
孝氏
の『
増訂
明治
維新
の国
際的
環境
』全
三冊
に
も
な
く、
その
後も
管見
の限
り見
当た
らな
い
。ただ
し、
保谷
徹『戊
辰戦
争
』〔
吉川
弘文
館、
二〇〇
七年
〕Ⅱ
２「
慶喜
追討
令と
列強の
中立
宣言
」に
は、
戊辰
内乱
時にお
け
る「
局外
中立
」を
検討
する
上で
の
、大
切な
視点
が提
示さ
れて
いる
。
 
（
25）
Hitotsubashi を
Stotsbashi と
表
記し
て
い
る
外
国
文
書は
し
ば
し
ば
見受け
ら
れ
る
 
様である。その背景
は不明である
が、
「江戸っ子
」が
Hi を
Shi とし
か
発音でき
 
なか
った
こと
が反
映し
たの
では
な
いか
、と
も言
われ
てい
る。
 
（
26）
神戸
事件
とは
、
言う
まで
もな
く、
西宮
警衛
に向
かっ
て
いた
新政
府軍
備
前
藩
 
兵が神
戸外
国人
居留
地近
くを
行軍
中、居
留地
の外
国人
とも
め事
を起
こし、
備
前藩家
老日
置帯
刀が
指揮
をと
るな
か、藩
兵が
外国
人に
対し
て発
砲、
居留地
一
帯で
イギ
リス
人・フ
ラ
ンス
人・ア
メ
リカ
人ら
と戦
闘と
なり
、二
名を
撃
ち殺
し、
一名を
負傷
させ
、つ
いに
諸国
兵士
により
神戸
港が
一時
占拠
され
た事
件であ
る
〔
石井
孝『
増訂
明治
維新
の国
際的
環境』
分冊
三（
吉川
弘文
館、
一九
七三年
）
七五
七～
七七
二頁
参照、
なお
拙
稿「『太
政
官日
誌』
の
発刊
意図
とそ
の
基本
的性
格ー
《新
政府
》に
よる
江戸
民衆
意
識掌
握に
関す
る基
礎的
研究
の一
環
とし
てー
」
『メ
トロ
ポリ
タン
史学
』第
４号
、
二〇
〇八
年十
二月
も参
照さ
れた
い
〕。 
74
